





















































〔駒沢女子大学 研究紀要 第13号 ｐ.147～165 2006〕
一年生ゼミにおける少人数ブロググループ運用報告
末 木 俊 之


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ア メ リ カ に Facebook（http：//www.
facebook.com/）という SNSがある。『SNSビ
ジネス・ガイドWeb2.0で変わる顧客マーケテ
ィングのルール』によると、『2004年からスター
トし、会員数700万人（2006年３月時点）。大学
を対象とした SNSサイト。800校以上の大学が
参加している。登録には大学が発行するメール
アドレスが必要。講義や出身地など、キャンバ
ス内での学生同士のつながりをオンライン化し、
学生間のコミュニケーションの場として欠かせ
（図16）
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ない存在となっている。』と説明されている。最
近ではいくつかの企業も参加しているというこ
とであり、そうなると就職活動においても何ら
かの影響がある SNSとなっていくのではない
かと想像される。
SNSと言っても、１つの大学内で閉じたシス
テムなのか、いくつかの大学で共有するような
システムなのか、あるいは企業も巻き込んだ就
職活動にも関係するようなシステムなのか、シ
ステムの形態・使われ方がいろいろありそうで
ある。今後大学が関連する SNSというものが
出現してくる時代が来るのかもしれないが、
SNSがどのような形態で運用されて行くよう
になるか注目していきたい。
７．結び
2005年度から１年生のゼミで「はてなダイア
リー」というブログを運用した。現状では、ゼ
ミをサポートする補助ツールとして活用できて
いる程度である。『ウェブ進化論 －本当の大変
化はこれから始まる』では、『ブログは個にとっ
ての大いなる知的成長の場』、『実際ブログを書
くという行為は、恐ろしい勢いで本人を成長さ
せる。ブログを通じて自分が学習した最大のこ
とは、「自分がお金に変換できない情報やアイデ
アは、溜め込むよりも無料放出することで（無
形の）大きな利益を得られる」ということに尽
きると思う。』、『ブログこそが究極の「知的生産
の道具」かもしれないと感じ始めている。』など
と述べられている。
まず言えることは、ブログは少なくとも文章
を書く練習にはなる。また試行錯誤的に思考を
発展させる知的ツールの１つであるとは言えそ
うである。また、ブログが書かれる環境によっ
て、違った効果が期待できるものかもしれない。
自分のみ閲覧できる環境、グループ（コミュニ
ティ）メンバー全員が閲覧できる環境、ある共
通のテーマを持ったグループ（コミュニティ）、
世間の任意の人間に公開される環境、コミュニ
ティの規模の大小、コミュニティ内でコメン
ト・意見のやり取りが多い活発な環境、逆に他
人のブログに介入しない静かな雰囲気の環境な
ど、環境によって効果が変わると思われる。
大学という環境も特別な環境である。自己実
現・自己確立の途上のメンバー、生涯において
重要な友人関係が作られる年代のメンバーが集
う大学にて、上手く環境が整えられたのなら、
それは多くの学生が自由に・広い視野で試行錯
誤し、自己発信する訓練をする得がたいブログ
環境となるものかもしれない。また、単に在学
中のみということでなく、卒業後も一生涯に渡
って関係するような環境にも成り得るものかも
しれない。
１つのゼミでブログを使うような取り組みを
してもあまり多くは期待できない。現状小さな
グループでブログを使っているだけのブログの
補助的利用の段階である。今後、将来を見据え
て、ブログの活用法について考え続けていくつ
もりである。
［参考文献］
1)『ウェブ進化論―本当の大変化はこれか
ら始まる』梅田望夫著、2006年、株式会社
筑摩書房
2)『全部無料でつくるはじめてのブログ』
(有)ジャムハウス著、2005年、株式会社廣
済堂
3)『SNS的仕事術ソーシャル・ネットワー
キングで働き方を変える!』鶴野充茂著、
2006年、ソフトバンククリエイティブ株式
会社
4)『SNSビジネス・ガイドWeb2.0で変わ
る顧客マーケティングのルール』斉藤 徹
他著、2006年、株式会社インプレスジャパ
ン
― ―164
5)『ビジネスブログブック』小川 浩・四家
正紀・上田一吉著、2005年、株式会社毎日
コミュニケーションズ
6)『ビジネスブログブック?2>ブログと
RSSによるマーケッティング革命』小川
浩・佐藤匡彦・林 信行・後藤康成・青野
慶久著、2005年、株式会社毎日コミュニケ
ーションズ
7)『ビジネスブログブック?3>イントラブ
ログと社内 SNSの可能性』小川 浩・佐藤
匡彦・林 信行・後藤康成・青野慶久著、
2005年、株式会社毎日コミュニケーション
ズ
― ―165
